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【実践報告】
重度身体障がい児・者に対する身体運動の支援（第二報）
──主体的・継続的実践を目指して──
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はじめに
　2020年に東京オリンピック・パラリンピックが開催されるという追い風の中、障がい者ス
ポーツへの関心も例外なく高まってきており、障がい者スポーツ関係のイベントや講習会は各
地で盛んにおこなわれている。パラリピアンのメディア露出度も過去最高である。このように、
障がい者スポーツが社会的ムーブメントの一つとして、継続的に取り上げられていくことは、
障がい者自身への理解にもつながり、多様性を尊重しようとする社会にプラスの影響を与えて
いることは言うまでもない。ただ、車いすバスケットボールや車いすテニスなど、いわゆる障
がい者スポーツとしての競技に参加することが難しいような、ほぼ寝たきりの重度身体障がい
児・者たちに関する情報発信量は少ない。彼らの身体は、運動やスポーツからは無縁の身体で
あるという漠然とした感覚を多くの人たちが持っていることにより、その機会を与えられない
ままに、今日を迎えているからということが、その理由の一つにあると言えよう。
　しかし、近年、医科学の発展に伴い重度身体障がい児・者数は増加傾向にあり（1）、彼らが健
康的に日常生活を送るためには、健常者と同様に運動やスポーツへの参加が必要であると言わ
れている（2）‒（9）。ACSM（10）でも障がいの重い脳性麻痺者などにも積極的な運動への関与を推奨
している。だが、その具体的な方法や頻度・時間等についてはエビデンスがない。Terada et 
al.は、重度身体障がい者への運動介入が、彼らの身体に及ぼす影響について、車いすダンス
という方法を用い、その運動強度およびトレーニング効果を明らかにし、重度身体障がい者へ
の運動の必要性を示唆した（11）, （12）。
　これらの研究結果を基盤として、筆者らは2016年６月に民間の医療型障がい児・者入所施
設で車いすダンス実践の可能性について調査を行った（13）。今回も先回と同施設を対象とし、
車いすダンスの継続的活動が重度身体障がい児・者に与える影響について調査し、その結果と
今後の課題について検討した。
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方法
◇実施日時：2018年２月12日
◇場所：静岡県 I施設内　デイセンター
◇対象：入所者・入所者家族・センター職員
　車いすダンスの実技研修会終了後、参加者にアンケート調査を依頼した。なお今回はアンケー
ト用紙を「障がいのある方用」と「ご家族・介助の方用」の２種類用意した。回答および回収
は研修実施直後ではなく、施設職員に手渡し、後日郵送していただくという方法とした。アン
ケート回収数は障がいのある方16部、家族・介助の方17部である。
アンケート内容は以下のとおりである。
「障がいのある方用」
・ 回答の方法
・ 年代
・ 性別
・ 障がい名
・ 車いすダンスの経験
・ 車いすダンス実施の頻度
・ 講習会の印象
・ 車いすダンス継続の意思
・ 車いすダンスに期待すること
・ 車いすダンスの身体活動への有効性
・ 車いすダンスを継続して実施していくための要件
「ご家族・介助の方用」
＊は独自項目
・ 年代
・ 性別
・ 介助対象者の障がい名
・ 家族・介助者の属性＊
・ 車いすダンスの経験
・ 車いすダンス実施の頻度
・ 講習会の印象
・ 車いすダンス継続の意思
・ 障がい者にとっての車いすダンス実践により期待すること
・ 自分にとっての車いすダンス実践により期待すること＊
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・ 車いすダンスの身体活動への有効性
・ 車いすダンスの継続可能性＊
・ 車いすダンスを継続して実施していくための要件
・ 車いすダンスを日常生活に取り入れることへの興味＊
結果および考察
⑴　障がいのある方の回答方法
表１　障がいのある方の回答方法
障がい者（N=16）
本人が記入 ０人（0.0％）
本人から聞き取り、それを代筆 ５人（31.3％）
本人の様子を客観的に見て代筆 ８人（50.0％）
未記入 ３人（18.7％）
　障がいのある方の回答に際しては、本人が回答することが困難な場合、家族または施設職員
が本人から聞き取り代筆するか、または本人の様子を客観的に見て代筆する形で実施した。
⑵　回答者の年齢
表２　年齢
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
10代未満 ２人（6.1％） ２人（12.5％） ０人
10代 ３人（9.1％） ３人（18.8％） ０人
20代 10人（30.3％） ７人（43.7％） ３人（17.6％）
30代 ３人（9.1％） １人（6.2％） ２人（11.8％）
40代 ６人（18.2％） ３人（18.8％） ３人（17.6％）
50代 ６人（18.2％） ０人 ６人（35.3％）
60代 ３人（9.1％） ０人 ３人（17.6％）
70代以上 ０人 ０人 ０人
⑶　回答者の性別
表３　性別
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
男性 12人（36.4％） ９人（56.3％） ３人（17.6％）
女性 19人（57.6％） ６人（37.5％） 13人（76.5％）
未記入 ２人（6.1％） １人（6.2％） １人（5.9％）
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⑷　障がい種別
表４　障がい名（複数回答有り＝重複障がい有り）
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
脳性麻痺 26人（78.8％） 11人（68.8％） 15人（88.2％）
二分脊椎 ６人（18.2％） １人（6.2％） ５人（29.4％）
筋ジストロフィー ６人（18.2％） ３人（18.8％） ３人（17.6％）
骨形成不全 １人（3.0％） ０人 １人（5.9％）
知的障がい 16人（48.5％） ９人（56.3％） ７人（41.1％）
発達障がい ７人（21.2％） １人（6.2％） ６人（35.3％）
その他 ０人 ０人 ０人
未記入 １人（3.0％） ０人 １人（5.9％）
⑸　家族・介助者の属性
表５　家族・介助者の属性
家族・介助者（N=17）
家族（親） ２人（11.8％）
家族（兄弟・姉妹・親族） ０人
ヘルパー １人（5.9％）
本施設の職員（看護師） ４人（23.5％）
本施設の職員（保育士） １人（5.9％）
本施設の OT・PT ４人（23.5％）
一般参加者 ０人
その他 ５人（29.4％）
⑹　車いすダンスの経験
表６　車いすダンスの経験（家族・介助者に複数回答有り）
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
今回が初めて ３人（9.1％） １人（6.2％） ２人（11.8％）
過去に寺田の講習会に参加 27人（81.8％） 15人（93.8％） 12人（70.6％）
その他＊ ３人（9.1％） ０人 ３人（17.6％）
＊「当施設でレクとして参加」（３人）、なお、そのうち１名は「別の施設で実施」経験もあり
　車いすダンスの経験について尋ねたところ、「今回が初めて」という参加者は障がい者で１人、
家族・介助者では２人とごく少数で、大多数の参加者（90.9％）は車いすダンスを体験したこ
とがあると回答している。それもほとんどが2016年６月に当施設において筆者らの研究グルー
プが実施した研修にて車いすダンスを体験したという方だった。その他では家族・介助者の３
人は、当施設でレクリエーション行事として実施した際に体験したと回答し、そのうち１名は
別の施設で実施した経験があると回答している。
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⑺　車いすダンス実施の頻度
表７　車いすダンス実施の頻度（家族・介助者に複数回答有り）
全体（N=30） 障がい者（N=15） 家族・介助者（N=15）
１週間に一度くらい ２人（6.7％） １人（6.7％） １人（6.7％）
１ヶ月に一度くらい ３人（10.0％） ０人 ３人（20.0％）
３ヶ月に一度くらい 10人（33.3％） 10人（66.6％） ０人
半年に一度くらい 12人（40.0％） ３人（20.0％） ９人（60.0％）
全くやっていない １人（3.3％） ０人 １人（6.7％）
未記入 ２人（6.7％） １人（6.7％） １人（6.7％）
　車いすダンスを実施した経験があると回答した方に実施頻度について尋ねたところ、障がい
者では、「３ヶ月に一度くらい」が10人（66.6％）と最も多かったのに対して、家族・介助者
では、「半年に一度くらい」が９人（60.0％）と最も多かった。
⑻　講習会の印象
表８　講習会の印象
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
大変楽しかった 16人（48.5％） ８人（50.0％） ８人（47.1％）
楽しかった 12人（36.4％） ３人（18.8％） ９人（52.9％）
あまり楽しくなかった ０人 ０人 ０人
全く楽しくなかった ０人 ０人 ０人
どちらでもない ５人（15.2％） ５人（31.2％） ０人
　今回の講習会の印象を尋ねたところ、全体では「大変楽しかった：16人（48.5％）」、「楽しかっ
た：12人（36.4％）」と好意的な回答が28人（84.9％）と８割以上の参加者が講習を楽しいと
感じており、「楽しくない」という回答は見られなかった。
　これを障がい者と家族・介助者ごとに見ると、障がい者では楽しいと回答しているのは11
人（68.8％）で、その理由として、「音楽が流れ始めると笑顔になり、上体や手を大きく動か
して、自分で音楽に合わせて踊っているようでした。」「車いすが動く度にとても嬉しそうな表
情になりました。」「パパやみんなと楽しく踊れた。」などが挙げられた。また「どちらでもない」
と５人（31.2％）が回答しているが、その理由は「覚醒が低く、活動に参加している時のご本
人の感情の変化がわかりにくかった」「活動中、感情の表出は観察しにくかったが、ダンス中
の関わりには気づいている様子だった」というものだった。
　家族・介助者では全員が楽しいと回答している。その理由として、「自分の運動にもなるし、
職員同士の関わりも持てる。一番の楽しみは入所者さんの嬉しそうな顔を見られること。」「子
どもと体を動かすというのは楽しいものです。他の子とも関わってみましたが、笑顔が見られ
て、それもまた楽しいものです。」「パートナーを組んだ方とタイミングやペースを合わせて進
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めていきつつ、周りの方々の様子を見て、空間を共有できた。」などが挙げられた。
⑼　車いすダンスを継続してやってみたいか
表９　車いすダンスの継続希望
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
ぜひやってみたい 18人（54.5％） 11人（68.8％） ７人（41.1％）
やってみたい 12人（36.4％） ４人（25.0％） ８人（47.1％）
あまりやりたくない ２人（6.1％） ０人 ２人（11.8％）
やりたくない ０人 ０人 ０人
未記入 １人（3.0％） １人（6.2％） ０人
　今後も車いすダンスを継続してやってみたいかと尋ねたところ、全体では「ぜひやってみた
い：18人（54.5％）」、「やってみたい：12人（36.4％）」と９割の参加者が継続を希望している。
　これを障がい者と家族・介助者ごとに見ると、障がい者では未記入の１人を除いて全員が継
続を希望している。一方、家族・介助者では２人（11.8％）が「あまりやりたくない」と回答
している。２名とも施設職員（看護師）で「時間に余裕がない。」「他の業務との調整が難しく、
仕事量が多くなる。」という理由を挙げている。
⑽　車いすダンスを継続する場合、希望する実施頻度
表10　継続希望者の実施頻度
全体（N=30） 障がい者（N=15） 家族・介助者（N=15）
１週間に２回～３回以上 ５人（16.7％） ３人（20.0％） ２人（13.3％）
１週間に１回程度 ７人（23.3％） ５人（33.4％） ２人（13.3％）
１ヶ月に２回程度 ９人（30.0％） ３人（20.0％） ６人（40.0％）
１ヶ月に１回 ７人（23.3％） ２人（13.3％） ５人（33.4％）
その他 ２人（6.7％） ２人（13.3％） ０人
　車いすダンスを継続したいという方に実施頻度の希望について尋ねたところ、全体では「１
週間に２回～３回以上：５人（16.7％）」、「１週間に１回程度：７人（23.3％）」と毎週実施し
たいという回答が４割で、「１ヶ月に２回程度：９人（30.0％）」、「１ヶ月に１回：７人（23.3％）」
とひと月に１～２回が５割強であった。
　これを障がい者と家族・介助者ごとに見ると、障がい者では５割強の方が毎週実施したいと
回答しているのに対して、家族・介助者では７割強の方がひと月に１～２回と回答している。
重度身体障がい児・者に対する身体運動の支援（第二報）
─ 167 ─
⑾　車いすダンスを継続する場合、実施可能な頻度
表11　車いすダンス継続の現実的な実施可能頻度
家族・介助者（N=15）
１週間に２回～３回以上 ０人
１週間に１回程度 ２人（13.3％）
１ヶ月に２回程度 ６人（40.0％）
１ヶ月に１回 ５人（33.3％）
その他 １人（6.7％）
未記入 １人（6.7％）
　車いすダンスを継続して実施したいという家族・介助者に対して、現実的な実施可能頻度に
ついて尋ねたところ、毎週実施可能と回答したのは２人（13.3％）で、７割強の方はひと月に
１～２回と回答している。先の設問と合わせて見てみると、毎週実施を希望している方も現実
的には難しいと考えているようである。
⑿　車いすダンスを実施することで、車いす使用者に何を期待するか
表12　車いすダンスに期待すること（複数回答有り）
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
運動不足解消 10人（30.3％） ７人（43.7％） ３人（17.6％）
仲間との交流 21人（63.6％） 10人（62.5％） 11人（64.7％）
車いすダンス技術の向上 ０人 ０人 ０人
気晴らし 11人（33.3％） ４人（25.0％） ７人（41.1％）
減量のため １人（3.0％） １人（6.2％） ０人
車いすに乗って活動できる 17人（51.5％） ８人（50.0％） ９人（52.9％）
リハビリテーション ９人（27.3％） １人（6.2％） ８人（47.1％）
発表会などで披露する ５人（15.2％） １人（6.2％） ４人（23.5％）
その他 12人（36.4％） ８人（50.0％） ４人（23.5％）
未記入 １人（3.0％） １人（6.2％） ０人
　車いすダンスを実施することで何を期待するかと尋ねたところ、全体では「仲間との交流：
21人（63.6％）」、「車いすに乗って活動できる：17人（51.5％）」に半数を超える方の回答があっ
た。
　これを障がい者と家族・介助者ごとに見ると、障がい者では同様の２項目が半数を超える回
答だったが、それに次いで「運動不足解消：７人（43.7％）」が挙がっている。また半数の方
が「その他：８人（50.0％）」と回答しているが、そのうち５名は「楽しみ」を挙げている。
また「自分でダンスをできるようになることで達成感を得る。」という回答もあった。
　家族・介助者でも同様の２項目が半数を超える回答だったが、ここでは「リハビリテーショ
ン：８人（47.1％）」や「気晴らし：７人（41.1％）」としての効果を期待する回答が多かった。
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また「その他：４人（23.5％）」の回答として、やはり「楽しみ」や「親子で一緒に動けるい
い機会」を挙げている。
⒀　車いすダンスをサポートすることで、自分自身へ期待すること
表13　車いすダンスをサポートすることで自身に期待すること（複数回答有り）
家族・介助者（N=17）
運動不足解消 ５人（29.4％）
仲間との交流 ９人（52.9％）
車いすダンス技術の向上 ７人（41.1％）
気晴らし ３人（17.6％）
減量のため １人（5.9％）
車いすに乗って活動できる ２人（11.8％）
リハビリテーション ２人（11.8％）
発表会などで披露する ２人（11.8％）
特になし ０人
その他 ６人（35.3％）
　家族・介助者には車いすダンスをサポートすることで自分自身に期待することを尋ねたとこ
ろ、「仲間との交流：９人（52.9％）」が最も多く、次いで「車いすダンス技術の向上：７人
（41.1％）」、「運動不足解消：５人（29.4％）」という回答だった。また「その他：６人（35.3％）」
の回答としては、「相手のことをよく知る、よく見る。」「他の子どもと接することで発見がある。」
「利用者との交流、車いすダンスを通して、地域とのつながりができると思います。」など、相
手（障がい者）を理解することへの期待を挙げていた。
⒁　重度身体障がい者にとって車いすダンスは良い身体活動になると思うか
表14　重度身体障がい者にとって車いすダンスは良い身体活動になると思うか
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
とても思う 19人（57.6％） ７人（43.7％） 12人（70.6％）
やや思う 10人（30.3％） ６人（37.5％） ４人（23.5％）
あまり思わない １人（3.0％） ０人 １人（5.9％）
全く思わない ０人 ０人 ０人
未記入 ３人（9.1％） ３人（18.8％） ０人
　重度身体障がい者にとって、車いすダンスは良い身体活動になると思うかと尋ねたところ、
全体では「とても思う：19人（57.6％）」、「やや思う：10人（30.3％）」と約９割の方が良い身
体活動であると認めている。「あまり思わない」と回答した方は、家族・介助者のうちの１人だっ
た。ただし障がい者では３名（18.8％）が未記入であった。このことは、重度身体障がい者は
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日常的に一般的な身体活動と言えるだけの活動量のある運動を実施していないことから、車い
すダンスに限らず、良い身体活動量の目安が判断できないことが理由と考えられる。
⒂　重度身体障がい者にとって車いすダンスは継続可能なスポーツだと思うか
表15　重度身体障がい者にとって車いすダンスは継続可能なスポーツだと思うか
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
とても思う 20人（60.6％） ７人（43.7％） 13人（76.4％）
やや思う ８人（24.2％） ６人（37.5％） ２人（11.8％）
あまり思わない ２人（6.1％） ０人 ２人（11.8％）
全く思わない ０人 ０人 ０人
未記入 ３人（9.1％） ３人（18.8％） ０人
　重度身体障がい者にとって、車いすダンスは継続可能なスポーツだと思うかと尋ねたところ、
全体では「とても思う：20人（60.6％）」、「やや思う：８人（24.2％）」と８割以上の方が継続
可能だと回答している。「あまり思わない」と回答した方は、施設職員（看護師）のうちの２
人だった。今回その理由について問うてはいないが、他の設問の回答と合わせて見ると、サポー
トする側の体制の整備が不十分であることが推察される。また障がい者では３名（18.8％）が
未記入であった。このことは先の質問と同様に重度身体障がい者は日常的に一般的な身体活動
と言えるだけの活動量のある運動を実施していないことから、それが継続可能かという判断が
及ばなかったことが理由として考えられる。
⒃　車いすダンスを継続して実施していくための要件
表16　車いすダンスを継続して実施していくための要件（複数回答可）
全体（N=33） 障がい者（N=16） 家族・介助者（N=17）
HOW TOビデオやテキスト 12人（36.4％） ４人（25.0％） ８人（47.1％）
講師の定期的な指導 11人（33.3％） ３人（18.8％） ８人（47.1％）
ダンスができる場所 21人（63.6％） 10人（62.5％） 11人（64.7％）
ダンスをする時間の確保 21人（63.6％） 10人（62.5％） 11人（64.7％）
障がいのある方々の周りの理解 24人（72.7％） 12人（75.0％） 12人（70.6％）
障がいのある方々の協力 24人（72.7％） 10人（62.5％） 14人（82.4％）
練習を発揮する機会（発表会など） 10人（30.3％） ２人（12.5％） ８人（47.1％）
国や県の金銭的バックアップ ７人（21.2％） １人（6.2％） ６人（35.3％）
障がい者の参加を勧める国の動き ４人（12.1％） ０人 ４人（23.5％）
その他＊ ２人（6.1％） １人（6.2％） １人（5.9％）
未記入 ３人（9.1％） ３人（18.8％） ０人
＊「障がい者の生活が充実したものになって欲しいという周囲の思いが広まること」（介助者）
　 「動くということが気持ちとして芽生えるか」（障がい者）
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　車いすダンスを継続して実施していくために必要だと思うことを尋ねたところ、全体として
最も多かったのは、「障がいのある方々の周りの理解：24人（72.7％）」と「障がいのある方々
の協力：24人（72.7％）」で障がい者本人またはその周りの方々の意志・意欲によるところが
大きいとの回答であった。次いで、「ダンスができる場所：21人（63.6％）」と「ダンスをする
時間の確保：21人（63.6％）」で物的・時間的環境の要素を上げる意見も多数見られた。これ
らが３分の２近くの回答を得た。いっぽう「国や県の金銭的バックアップ：７人（21.2％）」、「障
がい者の参加を勧める国の動き：４人（12.1％）」と国や行政による支援が必要と考えている
意見はそれほど多くはなかった。
　これを障がい者と家族・介助者ごとに見ると、上位の意見について両者の差はあまりないが、
家族・介助者の回答では、「HOW TOビデオやテキスト」、「講師の定期的な指導」、「練習を発
揮する機会（発表会など）」の３項目が全て８人（47.1％）と半数近くの方が挙げており、実
際に車いすダンスを実施する（指導する）ためのマニュアルや指導者講習、そして活動の成果
を発表する場の必要性を感じていることが窺える。
⒄　車いすダンスを日常生活に取り入れることへの興味
表17　車いすダンスを日常生活に取り入れることへの興味
家族・介助者（N=17）
大変興味がある １人（5.9％）
興味がある 13人（76.4％）
あまり興味がない ２人（11.8％）
全く興味がない ０人
未記入 １人（5.9％）
　家族・介助者に対して、車いすダンスを少人数あるいは個人的に気軽に日常の活動として取
り入れながら実践して行く介入方法について尋ねたところ、「大変興味がある：１人（5.9％）」、
「興味がある：13人（76.4％）」と約８割の方が興味を持っていると回答された。この設問で「あ
まり興味がない」と回答した方は、やはり前述の施設職員（看護師）の２人だった。今回その
理由について問うてはいないが、この点についても、サポートする側の体制の整備が不十分で
あることが推察される。
おわりに
　今回の研修会参加者の約８割は、筆者らが前回実施した車いすダンス講習を体験したことが
ある方々だった。彼らの現在の車いすダンス実施頻度は、障がい者では「３ヶ月に一度くらい」
が10人（66.6％）、家族・介助者では「半年に一度くらい」が９人（60.0％）である。定期的
な実践としての取り組みを目指してはいるものの、日々のルーティンに取り入れていくには、
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その時間を確保するための様々な調整が必要であると思われる。
　車いすダンスに対する印象としては、障がい者では８割以上、家族・介助者では全員が楽し
かったと回答している。また車いすダンス継続の意思についても、全体では９割が継続を希望
している。これらの結果は前回の調査とほぼ同様である。そこで今回は継続していく場合、彼
らが希望する実施頻度を尋ねたところ、障がい者では約５割が毎週の実施を希望しているのに
対して、家族・介助者の約７割はひと月に１～２回と回答している。さらに家族・介助者に現
実的な実施可能頻度について尋ねたところ、毎週可能という方はごくわずかで、約７割の方は
ひと月に１～２回と回答している。その理由として、施設職員の場合は他の業務との兼ね合い
で時間的な余裕がないということであった。家族らには個別の理由を明らかに回答された方は
いなかった。
　しかし、Hombergen et al.は、脳性麻痺者など身体障がい者に対する早期からの運動経験は
身体機能の固定化を防ぎ、トレーニングの経験値が身体の在り方に関連すると指摘してお
り（14）、重度身体障がい者であっても例外ではないと言える。重度身体障がい者に対する運動
の必要性を ACSMガイドライン（10）でも奨励しているが、その具体的な運動介入の種類や頻度
等は現在でも明確にされていない。そこで著者らは、現在までに車いすダンスという運動手段
を用い、重度の脳性麻痺者に対して、特定施設における１年間の車いすダンス継続介入を実施
し、１週間に２回～３回、１回につき６分～15分以内の車いすダンス実践でトレーニング効
果が期待できることを明らかにした（11）, （12）。現状は、このエビデンスに基づいた頻度や時間を
いずれ実施していくための、導入的段階であると考えられる。今後は、１つのイベントとして
年に数回行うよりも、日々の活動の中に短い時間で取り入れていくための内容を講習会で意識
的に学べるように工夫することが必要である。今回の参加者は青年期の人が多い。一般的に青
年期は、高齢期よりもトレーニング効果が期待できる。より早期からの継続的な運動介入によ
る身体の変化を明らかにすることは、障がい児・者をサポートする家族や職員の障がいを持つ
身体に対する固定観念を崩し、従来から行われてきた治療的アプローチではない積極的な身体
活動介入の必要性に気付くのではないかと期待する。
　ただ、車いすダンスを実施することで障がい者にとって何が期待できるかという点について
は、全体では半数を超える方が「仲間との交流」や「車いすに乗って活動できる」ということ
を挙げている。さらに「その他」として、「楽しみ」や「親子で一緒に動けるいい機会」といっ
たことを挙げており、ダンスの内容そのものよりも周りの人とのコミュニケーションに期待し
ていることが窺えた。また家族・介助者に対して、車いすダンスをサポートすることで自分自
身に期待することを尋ねたところ、ここでも「仲間との交流」といった周りの人とのコミュニ
ケーションを挙げる方が最も多かった。合わせて「相手のことをよく知る」とか「利用者との
交流」など、相手（障がい者）を理解することを期待していることが窺えた。これらの結果よ
り、車いすダンスの楽しさだけでなく、身体に及ぼす効果についても、より理解して取り組ん
でもらえるように、更なる工夫が必要であると言える。
　一方、重度身体障がい児・者への車いすダンスの身体運動としての効果については、全体で
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は約９割の人がその効果を主観的に認めている。また車いすダンスを継続していく可能性につ
いては、８割以上の人が継続可能であると回答している。なお継続に難色を示した方は、やは
り施設等のサポート体制の整備が不十分であることが理由にあるのではと推察される。そして
車いすダンスを継続して実施していくための要件としては、障がい者本人またはその周りの
方々の意志・意欲によるところが大きいとの回答が全体の４分の３を占めた。それに加えて、
練習場所、練習時間など物理的・時間的環境の要素の必要性を挙げる意見が多く見られた。家
族・介助者の回答では、指導マニュアルや講師の確保など、実際の指導に関わる内容について
その必要性を感じていることが窺える。これらの結果も前回の調査とほぼ同様である。また今
回、車いすダンスを主体的・継続的に実施していく可能性について、家族・介助者に対して、
車いすダンスを少人数あるいは個人的に気軽に日常の活動として取り入れながら実践していく
介入方法について尋ねたところ、約８割の方が興味を持っていると回答していた。この結果は、
小グループで日常的なルーティンとして発展していく可能性に繋がると考えられるので、さら
なる調査と具体的方法の提供をしていきたい。
　重度身体障がい児・者にとって、車いすダンスは身体運動として効果的であるだけでなく、
家族、施設職員など周りの人とのコミュニケーションを通して、健康に関連する生活の質
（HRQL）に良い影響を与えることは明らかと言えよう。しかし障がい児・者およびその家族
が車いすダンスを主体的・継続的に実施していくためには、環境の整備や指導体制の確立など
多くの課題が挙げられる。今後は今回のアンケート結果から明らかとなった課題点と、著者ら
が推奨する車いすダンスの実践パターンの両方を合わせながら、講習の内容を改善しつつ新た
な車いすダンスの継続的介入の在り方について検討していきたい。
引用文献
⑴ 内閣府　2012年度版　障害者白書
⑵ Long B. G., Van Steavel, R.
 Effects of exercise training on anxiety: a meta-analysis. J. Appl. Pshchol., 7: 167‒189, 1995
⑶ Craft, L. L., Landers, D. M.
 The effect of exercise on clinical depression and depression resulting from mental illness: a meta-
analysis. J. Sport Exerc. Psychol., 20: 339‒357, 1998
⑷ Arent, S. M., Landers, D. M., Etnier, J. L.
 The effect of exercise on mood in older adults: a meta-analytic review. J. Aging Phys. Act., 8: 407‒430, 
2000
⑸ Sutherland, G., Anderson, M. B., Stoove, M. A.
 Can aerobic exercise training affect health-related quality of life for people with multiple sclerosis? J. 
Sport Exerc. Psychol., 23: 122‒135, 2001
⑹ Spence, J. C., Poon, P., Dyck, P.
 The effect of physical-activity participation on self-concept: a meta analysis (abstract). J. Sport Exerc. 
Psychol., 19: S109, 1997
⑺ Etiner, J. L., Salazer, W., Landers, D. M., Petruzzello, S. J., Han, M., Nowell, P.
重度身体障がい児・者に対する身体運動の支援（第二報）
─ 173 ─
 The influence of physical exercise upon cognitive functioning: a meta-analysis. J. Sport Exerc. Psychol., 
19: 249‒277, 1997
⑻ Franklin, B. A.
 ACSM’s guidelines for exercise testing and prescription, Philadelphia; Lippincott Williams & Wilkins., 
2000
⑼ Reuter, I., & Engelhardt, M.
 Exercise training and Parkinson’s disease. Physican and Sportsmedicine, 30: 43‒50, 2002
⑽ American College of Sports Medicine
 ACSM’s Guidelines for Exercise Testing and Prescription, Tenth edition, 2016
⑾ Terada, K., Satonaka, A., Terada, Y., Suzuki, N.
 Cardiorespiratory responses during wheelchair dance in bedridden individuals with severe athetospastic 
cerebral palsy. GAZZETTA MEDICA ITALIANA., Vol. 175‒No. 6‒: 241‒247, 2016
⑿ Terada, K., Satonaka, A., Terada, Y., Suzuki, N.
 Training effect of wheelchair dance on aerobic fitness in bedridden individuals with severe athetospastic 
cerebral palsy rated to GMFCS level V. European Journal of Physical and Rehabilitation Medicine., 
2017
⒀ 寺田泰人、佐々木直美、寺田恭子、里中綾子、鈴木伸治
 重度身体障がい児・者に対する身体運動の支援　─医療型障がい児・者入所施設での車いすダ
ンス体験後のアンケート調査結果より─　人文科学論集　第97号　pp. 103‒112, 2018
⒁ Hombergen, S. P., Huisstede, B. M., Streur, M. F., et al.
 Impact of cerebral palsy on health-related physical fitnesss in adults: systematic review. Arch Phys Med 
Rehabil, 93(5) 871‒881, 2012
（受理日　2019年１月９日）
